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②提案内容

①提案によって解決することができる課題のイメージ

団体名  ：株式会社オリエンタルコンサルタンツ
担当部署：中部支社構造部

担当者：百瀬俊光
連絡先（電話番号）：052-564-7714

メールアドレス：momose-ts@oriconsul.com

橋梁長寿命化計画を起点に関連インフラ群を現状維持型から将来像に合わせたインフラの持ち方・管理へ転換します。橋梁と関連インフラ群をネットワーク機能や役割でグループ
化し、機能・役割に応じた管理水準を設定します。そして、合理的で持続可能な維持管理手法（官民連携手法・インフラDX）をパッケージで提案・実装までつなげます。

IS-15

長寿命化計画から始めるインフラメンテナンスのあり方検討 【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

【テ  ー  マ】 持続可能なインフラマネジメントの実現  / スモールコンセッションの推進 / グリーン社会の実現 / その他（ ）

【対応ニーズ番号】 IN-07

インフラメンテナンス第1フェーズの取組により、法定点検や
長寿命化計画を通じて施設の状態把握や将来の修繕・
更新費用の見通し把握は進んでいます。

一方で、その修繕・更新費用の見通しと投資可能額の乖
離を埋める「次の一手」が描けず、集約・再編や管理水
準の見直し、多様な契約方式・官民連携の導入が意思
決定と実装の壁で停滞しているのが現状です。

インフラメンテナンス・マネジメントに係る自治体の悩み

【先進性】 【有効性】 【汎用性】

～ストック再編と官民連携を計画から実装までつなぐ戦略的マネジメント手法～

長寿命化計画を起点に管理水準を設定し、管理基準と
運用ルールを統一することで、包括的民間委託から補修・
更新まで一貫したマネジメントが可能となり、有効性が高い。

策定率の高い長寿命化計画を起点とするため、着手時の
ハードルが低く、財政措置や人的リソースも位置付けやす
いことから、他自治体への横展開が可能で汎用性が高い。

長寿命化計画を起点にインフラ群を一体でグループ化、
管理水準の設定から官民連携を含む実装手法までパッ
ケージ化して提示する取組は例が少なく、先進性が高い。

長寿命化計画は策
定したけど具体的な
取組は進んでいない

日常業務対応に追われ
計画のマネジメントに手が
付けられていない

長寿命化をしても、修
繕・更新費用と投資可
能額の乖離が大きい

集約・撤去の検討は
したが、具体的な取
組は進んでいない 予算がつかないた

め、修繕計画が思
い通りに進まない

計画に継続性がなく、 
長寿命化計画が形
骸化している

厳しい財政制約下、長寿命化の積み
上げだけでは「修繕・更新需要」と「投
資可能額」の乖離解消は困難です。

長寿命化計画をストック再編型へ転換
し、持ち方を見直すことで、将来コストの
構造的な圧縮を目指します。

「優先度」から「管理水準」の設定へ
守るラインを決めて投資を絞る

管理水準を設定したグループごとにインフラメンテナン
スの最適なあり方を設定

投資ありきの優先度付けでは乖離解消が
難しいため、道路ネットワーク・エリアごと
に役割・機能を位置付け、守る水準
（管理水準）を設定します。

守る橋は確実に投資し、守り方を変えら
れる橋は制限・縮退も含めて軽く運用す
ることで、投資を「順番」ではなく「守るラ
イン」の線引きに再設計します。

将来の集約・再編は直ちに実施できないことを前提に、予防保
全や経過観察等の現行措置が将来の再編プランにつながる
シナリオを計画します。

あわせて官民連携手法とインフラDXを組み込み、管理水準等
に応じた包括化・PPP/PFI等の官民連携手法をパッケージで
提示し、メリハリある持続可能な管理のあり方を実装に繋げます。

本提案は、自治体で策定・運用の土台が既にある橋梁の「長寿命化計画」を起点に、
インフラを「現状維持の延長」から「将来像に合わせた持ち方・管理」へ転換するものです。

将来のまちづくりの方向性を踏まえ、関
連インフラ群を一体的に捉えられるよ
う情報を集約・可視化し、以降の管
理水準設定と官民連携検討の基盤
を構築します。

長寿命化計画を起点として、インフラメンテナンスのあり方を提案します。

ストック再編型の長寿命化計画で
更新需要そのものを削る

• 橋梁・道路
• 道路付属物
• トンネル
• 防災拠点

将来まちづくり×群マネで、ネット
ワーク・エリア単位のグループ化

インフラのあり方検討(個別に有効なスキームの提案)

GIS上でインフラ群を集約 • 防災拠点・アクセス経路
• 道路ネットワーク
• 居住誘導エリア
• 人口減少エリア

グループ化イメージ
管理水準の再設計 官民連携スキーム

守る機能
（基幹確保） （例）

包括委託
PPP/PFI
ECI方式
PM方式

移す機能
（再編移行）

伸ばす機能
（機能向上）

抑える機能
（必要最小） ECI方式により概算事業費と実施条件を整理し、競争的

対話を通じて事業範囲・条件・価格を確定するスキーム

事例１ 「守る機能の維持」→マネジメント包括型PPP

計画（マネジメント）と実装（点検・診断・措置・記録・
日常維持）を一体で性能発注（守る・伸ばす・抑える・
移す）し、民間がマネジメントサイクルを回すスキーム

事例２  「架け替え事業」→2段階ECI＋競争的対話
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